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お
金
に
関
す
る
不
安
は
、

若
者
に
と
っ
て
将
来
設
計
等

に
も
関
わ
る
大
き
な
課
題
だ
。

外
部
の
専
門
機
関
等
を
活
用

し
た
金
融
教
育
が
必
要
と
考

え
る
。
検
討
し
て
い
る
本
市

独
自
の
取
り
組
み
は
。

　
　
周
辺
地
域
で
は
地
域
住

民
が
減
少
す
る
中
で
も
地
域

の
方
が
自
ら
道
路
脇
の
草
刈

り
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
道

路
を
維
持
し
て
い
る
。
一
方

で
、
倒
木
処
理
中
に
ケ
ガ
を

し
た
と
の
声
も
聞
く
。
地
域

で
の
維
持
が
限
界
の
地
区
も

増
え
て
い
る
が
、
対
応
策
は
。

　
　
本
市
で
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
地
域
の
要
望
を
聞
き
、

特
に
危
険
な
用
水
路
へ
安
全

対
策
工
事
を
進
め
て
き
た
。

一
方
、
用
水
路
は
水
管
理
や

農
機
の
出
入
り
が
必
要
な
た

め
、
転
落
防
止
柵
の
全
面
設

置
は
作
業
の
妨
げ
に
な
る
。

脱
着
式
の
柵
を
検
討
し
て
は
。

　
　
造
山
古
墳
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
機
能
拡
充
基
本
計
画

の
策
定
理
由
や
機
能
拡
充
内

容
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。
ま
た
、
令
和
７
年
度
の

大
型
古
墳
の
レ
ー
ザ
ー
測
量

で
何
が
分
か
り
、
測
量
結
果

を
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

・ 　
　
国
は
「
こ
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
」

を
策
定
す
る
な
ど
、
こ
ど
　

　
若
者
の
居
場
所
づ
く
り
の

重
要
性
を
示
し
て
い
る
。
ユ

ー
ス
世
代
が
地
域
と
関
わ
り

な
が
ら
安
心
し
て
過
ご
せ
る

場
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
認

識
は
。
ま
た
、
行
政
と
し
て

ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
く

の
か
。
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災
害
時
の
ペ
ッ
ト
と
の

同
行
避
難
に
つ
い
て
、
市
民

へ
の
周
知
・
啓
発
、
受
け
入

れ
体
制
の
整
備
、
飼
い
主
へ

の
啓
発
、
関
係
団
体
等
と
の

連
携
に
よ
る
支
援
体
制
の
構

築
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
酷
暑
日
の
観
測
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
干
拓
地
の
灘
崎

地
域
で
は
、
木
陰
も
休
む
場

所
も
な
い
通
学
路
を
長
距
離

歩
い
て
登
校
し
て
い
る
小
学

生
が
い
る
。
日
傘
の
使
用
や

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
基
準
緩
和

な
ど
、
暑
さ
対
策
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

　
　
保
険
料
決
定
の
経
緯
を

踏
ま
え
、
広
域
連
合
長
就
任

を
機
に
市
長
は
何
を
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
か
。

　
　
支
線
バ
ス
の
庭
瀬
循
環

線
は
、
説
明
会
で
吉
備
学
区

の
運
行
ル
ー
ト
が
保
留
と
な

り
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
の

運
行
は
陵
南
学
区
中
心
と
な

っ
た
。
速
や
か
に
吉
備
学
区

と
協
議
し
、
新
し
い
運
行
ル

ー
ト
を
決
め
て
も
ら
い
た
い

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
令
和
８
年
１
月
か
ら
計

４
回
開
催
し
た
事
業
説
明
会

で
出
た
意
見
は
。
市
民
理
解

は
深
め
ら
れ
た
の
か
。

。

　
　
子
ど
も
た
ち
が
社
会
的
に

自
立
し
、
夢
を
描
き
か
な
え
て

い
く
と
き
に
、
つ
ま
ず
か
な
い

た
め
に
も
、
金
融
教
育
は
非
常

に
大
事
だ
と
考
え
る
。

　
新
し
く
な
る
教
育
セ
ン
タ
ー

で
は
、
産
官
学
の
連
携
強
化
に

向
け
動
い
て
お
り
、
出
前
授
業

に
つ
い
て
学
校
の
希
望
が
あ
れ

ば
企
業
や
銀
行
な
ど
と
マ
ッ
チ

ン
グ
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
検
討
し
て
い
る
。
金
融
の
専

門
家
が
学
校
へ
入
れ
る
形
を
考

え
た
い
。

　
　
本
市
が
管
理
す
る
道
路
の

草
刈
り
は
、
幹
線
道
路
等
で
年

２
回
を
基
本
に
実
施
し
、
そ
の

他
の
地
域
の
道
路
で
は
、
地
域

の
方
の
自
主
的
な
協
力
に
よ
り

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は

自
主
的
な
活
動
が
困
難
な
ケ
ー

ス
も
あ
る
た
め
、
地
元
の
町
内

会
か
ら
草
刈
り
の
要
望
が
あ
る

場
合
に
は
、
現
場
状
況
を
確
認

の
上
、
個
別
対
応
し
て
い
る
。

　
　
転
落
防
止
柵
は
、
地
元
町

内
会
な
ど
と
設
置
の
可
否
や
位

置
等
を
協
議
し
設
置
し
て
い
る
。

用
水
路
の
維
持
管
理
の
た
め
の

出
入
り
な
ど
、
ス
ペ
ー
ス
確
保

の
要
望
が
あ
れ
ば
、
柵
の
間
に

脱
着
式
の
チ
ェ
ー
ン
を
設
置
し

て
い
る
。
脱
着
式
の
柵
は
、
強

度
確
保
の
問
題
や
盗
難
の
危
険

性
、
取
り
付
け
後
の
安
全
確
認

が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
設

置
は
困
難
と
考
え
る
。

　
　
現
在
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
は
、
出
土
品
を
展
示
で
き
な

い
な
ど
課
題
が
あ
る
。
出
土
品

の
展
示
等
で
歴
史
を
体
感
で
き

る
施
設
に
機
能
拡
充
し
、
魅
力

を
発
信
す
る
た
め
、
８
年
中
の

計
画
策
定
を
目
指
す
。
ま
た
、

レ
ー
ザ
ー
測
量
か
ら
、
古
墳
の

大
き
さ
、
種
類
、
構
造
等
を
詳

細
に
把
握
で
き
、
こ
れ
ら
を
発

信
す
る
こ
と
で
、
観
光
誘
客
と

市
民
の
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り

の
醸
成
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　
人
や
地
域
と
関
わ
り
な
が

ら
主
体
的
な
活
動
や
多
様
な
経

験
が
で
き
る
居
場
所
や
活
動
の

場
は
、
若
者
の
健
や
か
な
成
長

に
有
意
義
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
居
場
所
が
継
続
し

て
安
定
的
に
運
営
で
き
る
よ
う

立
ち
上
げ
補
助
に
加
え
、
令
和

８
年
度
か
ら
は
運
営
経
費
の
一

部
に
つ
い
て
補
助
を
開
始
し
た
。

　
　
吉
備
学
区
は
地
元
よ
り
ル

ー
ト
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
技

術
的
検
証
や
事
業
者
側
の
採
算

性
の
検
討
な
ど
、
実
現
可
能
性

を
見
極
め
た
上
で
、
地
域
の
合

意
形
成
を
図
る

こ
と
に
な
る
。

　
運
行
ル
ー
ト

決
定
後
、
運
行

開
始
に
は
半
年

程
度
の
期
間
を

要
す
る
。

　
　
８
・
９
年
度
の
保
険
料
は

大
幅
な
増
額
改
定
と
な
っ
た
。

保
険
料
抑
制
に
は
、
県
が
権
限

を
有
す
る
財
政
安
定
化
基
金
の

活
用
し
か
な
く
、
広
域
連
合
は

従
来
通
り
の
10
億
円
に
加
え
、

国
の
目
安
に
基
づ
き
活
用
の
増

額
を
要
請
し
た
が
、
県
は
具
体

的
な
理
由
等
を
示
さ
ず
、
活
用

し
な
い
と
広
域
連
合
に
回
答
し

た
。
県
の
対
応
に
つ
い
て
、
法

令
に
基
づ
く
責
務
等
を
踏
ま
え

た
疑
問
等
を
ま
と
め
、
６
月
末

ま
で
の
回
答
を
求
め
た
。
今
後
、

関
係
市
町
村
と
協
議
し
な
が
ら
、

次
期
改
定
で
の
保
険
料
抑
制
に

向
け
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
熱
中
症
対
策
と
し
て
各
学

校
が
取
り
組
ん
で
い
る
日
傘
の

使
用
な
ど
に
加
え
、
令
和
８
年

度
か
ら
全
校
に
冷
水
器
を
整
備

し
、
水
筒
へ
水
分
を
補
充
で
き

る
よ
う
に
し
た
。
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
対
象
拡
大
な
ど
、
現
時
点

で
の
対
応
が
困
難
な
も
の
は
、

他
都
市
の
暑
さ
対
策
の
事
例
を

参
考
に
す
る
な
ど
、
児
童
生
徒

の
安
全
・
安
心
に
向
け
た
対
策

を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
こ
れ
ま
で
ア
リ
ー
ナ
整
備

検
討
会
議
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、

個
別
説
明
会
を
実
施
し
、
７
年

11
月
定
例
市
議
会
で
事
業
化
が

決
定
し
た
。

　
事
業
説
明
会
で
は
「
完
成
が

楽
し
み
、
若
者
の
定
着
に
寄
与

す
る
の
で
は
」
、「
他
の
事
業

を
優
先
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
賛

否
の
意
見
や
、「
必
要
性
が
不

明
、
規
模
拡
大
の
経
緯
は
」
等

の
質
問
に
対
し
、
丁
寧
に
説
明

す
る
こ
と
で
、
事
業
へ
の
理
解

が
一
層
深
ま
っ
た
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
等
の
開
催
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
市
民
理
解
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　
令
和
８
年
３
月
に
策
定
し

た
「
ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
飼
い
主
用
）

に
、
日
頃
か
ら
の
備
え
、
同
行

避
難
の
注
意
事
項
等
を
記
載
し

て
い
る
。
ま
た
、
指
定
避
難
所

の
う
ち
市
立
の
小
・
中
学
校
で

は
、
ペ
ッ
ト
の
一
時
避
難
ス
ペ

ー
ス
を
備
え
る
な
ど
体
制
を
整

え
て
い
る
。
関
係
部
局
と
連
携

し
、
機
会
を
捉
え
周
知
し
て
い

く
と
と
も
に
、
関
係
団
体
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
災
害
時
の
支

援
を
進
め
て
い
き
た
い
。

」

若
者
の
自
立
に
つ
な
げ
る

金
融
教
育
の
実
施
を

周
辺
地
域
に
お
け
る

道
路
維
持
へ
の
対
応
策
は

用
水
路
の
転
落
防
止
柵

脱
着
式
を
検
討
し
て
は

古
代
吉
備
の
歴
史
的
価
値

や
魅
力
を
発
信

ユ
ー
ス
世
代
が
地
域
と

関
わ
れ
る
居
場
所
づ
く
り

吉
備
学
区
の
支
線
バ
ス

新
ル
ー
ト
の
早
期
決
定
を

令
和
８
・
９
年
度
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

小
学
生
の
登
下
校
時
の

暑
さ
対
策
を

ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難
　

今
後
の
進
め
方
は

ア
リ
ー
ナ
整
備
事
業
へ
の

市
民
理
解
は

一
般
質
問

４

37
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
一
部
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

５

髙橋 誠一郎

自由民主党
岡山市議会

大月　晴一

自由民主党
岡山市議会

松本　好厚

自由民主党
岡山市議会

松田　隆之

自由民主党
岡山市議会

二嶋　宣人

自由民主党
岡山市議会

赤木  一雄

自由民主党
岡山市議会

吉本　賢二

自由民主党
岡山市議会

藤原　哲之

自由民主党
岡山市議会

則武　宣弘

公明党
岡山市議団

長岡　将克

公明党
岡山市議団

一
般
質
問
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ネ
ッ
ト
配
信
（
ラ
イ
ブ
・
録
画
）
し
て
い
ま
す
。

※２【こどもの居場所づくりに関する指針】 ※１ 【新しくなる教育センター】
こども家庭庁が令和５年に策定した、こども・若者
の声を聴き、こども・若者の視点に立った居場所づ
くりを推進していくための政策上の根拠となるもの

教職員研修の強化を図る施設として北区富吉に建設中。
令和８年度末に供用開始予定。愛称「ハレラボ」

※３ 【ユース世代】
高校生および18歳から20代の世代
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お
金
に
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す
る
不
安
は
、

若
者
に
と
っ
て
将
来
設
計
等

に
も
関
わ
る
大
き
な
課
題
だ
。

外
部
の
専
門
機
関
等
を
活
用

し
た
金
融
教
育
が
必
要
と
考

え
る
。
検
討
し
て
い
る
本
市

独
自
の
取
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組
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辺
地
域
で
は
地
域
住

民
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減
少
す
る
中
で
も
地
域

の
方
が
自
ら
道
路
脇
の
草
刈

り
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
道

路
を
維
持
し
て
い
る
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方

で
、
倒
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処
理
中
に
ケ
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を

し
た
と
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声
も
聞
く
。
地
域

で
の
維
持
が
限
界
の
地
区
も

増
え
て
い
る
が
、
対
応
策
は
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本
市
で
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
地
域
の
要
望
を
聞
き
、

特
に
危
険
な
用
水
路
へ
安
全

対
策
工
事
を
進
め
て
き
た
。

一
方
、
用
水
路
は
水
管
理
や

農
機
の
出
入
り
が
必
要
な
た

め
、
転
落
防
止
柵
の
全
面
設

置
は
作
業
の
妨
げ
に
な
る
。

脱
着
式
の
柵
を
検
討
し
て
は
。

　
　
造
山
古
墳
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
機
能
拡
充
基
本
計
画

の
策
定
理
由
や
機
能
拡
充
内

容
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。
ま
た
、
令
和
７
年
度
の

大
型
古
墳
の
レ
ー
ザ
ー
測
量

で
何
が
分
か
り
、
測
量
結
果

を
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

・ 　
　
国
は
「
こ
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
」

を
策
定
す
る
な
ど
、
こ
ど
　

　
若
者
の
居
場
所
づ
く
り
の

重
要
性
を
示
し
て
い
る
。
ユ

ー
ス
世
代
が
地
域
と
関
わ
り

な
が
ら
安
心
し
て
過
ご
せ
る

場
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
認

識
は
。
ま
た
、
行
政
と
し
て

ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
く

の
か
。
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災
害
時
の
ペ
ッ
ト
と
の

同
行
避
難
に
つ
い
て
、
市
民

へ
の
周
知
・
啓
発
、
受
け
入

れ
体
制
の
整
備
、
飼
い
主
へ

の
啓
発
、
関
係
団
体
等
と
の

連
携
に
よ
る
支
援
体
制
の
構

築
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
酷
暑
日
の
観
測
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
干
拓
地
の
灘
崎

地
域
で
は
、
木
陰
も
休
む
場

所
も
な
い
通
学
路
を
長
距
離

歩
い
て
登
校
し
て
い
る
小
学

生
が
い
る
。
日
傘
の
使
用
や

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
基
準
緩
和

な
ど
、
暑
さ
対
策
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

　
　
保
険
料
決
定
の
経
緯
を

踏
ま
え
、
広
域
連
合
長
就
任

を
機
に
市
長
は
何
を
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
か
。

　
　
支
線
バ
ス
の
庭
瀬
循
環

線
は
、
説
明
会
で
吉
備
学
区

の
運
行
ル
ー
ト
が
保
留
と
な

り
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
の

運
行
は
陵
南
学
区
中
心
と
な

っ
た
。
速
や
か
に
吉
備
学
区

と
協
議
し
、
新
し
い
運
行
ル

ー
ト
を
決
め
て
も
ら
い
た
い

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
令
和
８
年
１
月
か
ら
計

４
回
開
催
し
た
事
業
説
明
会

で
出
た
意
見
は
。
市
民
理
解

は
深
め
ら
れ
た
の
か
。

。

　
　
子
ど
も
た
ち
が
社
会
的
に

自
立
し
、
夢
を
描
き
か
な
え
て

い
く
と
き
に
、
つ
ま
ず
か
な
い

た
め
に
も
、
金
融
教
育
は
非
常

に
大
事
だ
と
考
え
る
。

　
新
し
く
な
る
教
育
セ
ン
タ
ー

で
は
、
産
官
学
の
連
携
強
化
に

向
け
動
い
て
お
り
、
出
前
授
業

に
つ
い
て
学
校
の
希
望
が
あ
れ

ば
企
業
や
銀
行
な
ど
と
マ
ッ
チ

ン
グ
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
検
討
し
て
い
る
。
金
融
の
専

門
家
が
学
校
へ
入
れ
る
形
を
考

え
た
い
。

　
　
本
市
が
管
理
す
る
道
路
の

草
刈
り
は
、
幹
線
道
路
等
で
年

２
回
を
基
本
に
実
施
し
、
そ
の

他
の
地
域
の
道
路
で
は
、
地
域

の
方
の
自
主
的
な
協
力
に
よ
り

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は

自
主
的
な
活
動
が
困
難
な
ケ
ー

ス
も
あ
る
た
め
、
地
元
の
町
内

会
か
ら
草
刈
り
の
要
望
が
あ
る

場
合
に
は
、
現
場
状
況
を
確
認

の
上
、
個
別
対
応
し
て
い
る
。

　
　
転
落
防
止
柵
は
、
地
元
町

内
会
な
ど
と
設
置
の
可
否
や
位

置
等
を
協
議
し
設
置
し
て
い
る
。

用
水
路
の
維
持
管
理
の
た
め
の

出
入
り
な
ど
、
ス
ペ
ー
ス
確
保

の
要
望
が
あ
れ
ば
、
柵
の
間
に

脱
着
式
の
チ
ェ
ー
ン
を
設
置
し

て
い
る
。
脱
着
式
の
柵
は
、
強

度
確
保
の
問
題
や
盗
難
の
危
険

性
、
取
り
付
け
後
の
安
全
確
認

が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
設

置
は
困
難
と
考
え
る
。

　
　
現
在
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
は
、
出
土
品
を
展
示
で
き
な

い
な
ど
課
題
が
あ
る
。
出
土
品

の
展
示
等
で
歴
史
を
体
感
で
き

る
施
設
に
機
能
拡
充
し
、
魅
力

を
発
信
す
る
た
め
、
８
年
中
の

計
画
策
定
を
目
指
す
。
ま
た
、

レ
ー
ザ
ー
測
量
か
ら
、
古
墳
の

大
き
さ
、
種
類
、
構
造
等
を
詳

細
に
把
握
で
き
、
こ
れ
ら
を
発

信
す
る
こ
と
で
、
観
光
誘
客
と

市
民
の
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り

の
醸
成
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　
人
や
地
域
と
関
わ
り
な
が

ら
主
体
的
な
活
動
や
多
様
な
経

験
が
で
き
る
居
場
所
や
活
動
の

場
は
、
若
者
の
健
や
か
な
成
長

に
有
意
義
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
居
場
所
が
継
続
し

て
安
定
的
に
運
営
で
き
る
よ
う

立
ち
上
げ
補
助
に
加
え
、
令
和

８
年
度
か
ら
は
運
営
経
費
の
一

部
に
つ
い
て
補
助
を
開
始
し
た
。

　
　
吉
備
学
区
は
地
元
よ
り
ル

ー
ト
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
技

術
的
検
証
や
事
業
者
側
の
採
算

性
の
検
討
な
ど
、
実
現
可
能
性

を
見
極
め
た
上
で
、
地
域
の
合

意
形
成
を
図
る

こ
と
に
な
る
。

　
運
行
ル
ー
ト

決
定
後
、
運
行

開
始
に
は
半
年

程
度
の
期
間
を

要
す
る
。

　
　
８
・
９
年
度
の
保
険
料
は

大
幅
な
増
額
改
定
と
な
っ
た
。

保
険
料
抑
制
に
は
、
県
が
権
限

を
有
す
る
財
政
安
定
化
基
金
の

活
用
し
か
な
く
、
広
域
連
合
は

従
来
通
り
の
10
億
円
に
加
え
、

国
の
目
安
に
基
づ
き
活
用
の
増

額
を
要
請
し
た
が
、
県
は
具
体

的
な
理
由
等
を
示
さ
ず
、
活
用

し
な
い
と
広
域
連
合
に
回
答
し

た
。
県
の
対
応
に
つ
い
て
、
法

令
に
基
づ
く
責
務
等
を
踏
ま
え

た
疑
問
等
を
ま
と
め
、
６
月
末

ま
で
の
回
答
を
求
め
た
。
今
後
、

関
係
市
町
村
と
協
議
し
な
が
ら
、

次
期
改
定
で
の
保
険
料
抑
制
に

向
け
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
熱
中
症
対
策
と
し
て
各
学

校
が
取
り
組
ん
で
い
る
日
傘
の

使
用
な
ど
に
加
え
、
令
和
８
年

度
か
ら
全
校
に
冷
水
器
を
整
備

し
、
水
筒
へ
水
分
を
補
充
で
き

る
よ
う
に
し
た
。
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
対
象
拡
大
な
ど
、
現
時
点

で
の
対
応
が
困
難
な
も
の
は
、

他
都
市
の
暑
さ
対
策
の
事
例
を

参
考
に
す
る
な
ど
、
児
童
生
徒

の
安
全
・
安
心
に
向
け
た
対
策

を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
こ
れ
ま
で
ア
リ
ー
ナ
整
備

検
討
会
議
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、

個
別
説
明
会
を
実
施
し
、
７
年

11
月
定
例
市
議
会
で
事
業
化
が

決
定
し
た
。

　
事
業
説
明
会
で
は
「
完
成
が

楽
し
み
、
若
者
の
定
着
に
寄
与

す
る
の
で
は
」
、「
他
の
事
業

を
優
先
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
賛

否
の
意
見
や
、「
必
要
性
が
不

明
、
規
模
拡
大
の
経
緯
は
」
等

の
質
問
に
対
し
、
丁
寧
に
説
明

す
る
こ
と
で
、
事
業
へ
の
理
解

が
一
層
深
ま
っ
た
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
等
の
開
催
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
市
民
理
解
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　
令
和
８
年
３
月
に
策
定
し

た
「
ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
飼
い
主
用
）

に
、
日
頃
か
ら
の
備
え
、
同
行

避
難
の
注
意
事
項
等
を
記
載
し

て
い
る
。
ま
た
、
指
定
避
難
所

の
う
ち
市
立
の
小
・
中
学
校
で

は
、
ペ
ッ
ト
の
一
時
避
難
ス
ペ

ー
ス
を
備
え
る
な
ど
体
制
を
整

え
て
い
る
。
関
係
部
局
と
連
携

し
、
機
会
を
捉
え
周
知
し
て
い

く
と
と
も
に
、
関
係
団
体
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
災
害
時
の
支

援
を
進
め
て
い
き
た
い
。

」

若
者
の
自
立
に
つ
な
げ
る

金
融
教
育
の
実
施
を

周
辺
地
域
に
お
け
る

道
路
維
持
へ
の
対
応
策
は

用
水
路
の
転
落
防
止
柵

脱
着
式
を
検
討
し
て
は

古
代
吉
備
の
歴
史
的
価
値

や
魅
力
を
発
信

ユ
ー
ス
世
代
が
地
域
と

関
わ
れ
る
居
場
所
づ
く
り

吉
備
学
区
の
支
線
バ
ス

新
ル
ー
ト
の
早
期
決
定
を

令
和
８
・
９
年
度
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

小
学
生
の
登
下
校
時
の

暑
さ
対
策
を

ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難
　

今
後
の
進
め
方
は

ア
リ
ー
ナ
整
備
事
業
へ
の

市
民
理
解
は

一
般
質
問

４

37
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
一
部
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

５

髙橋 誠一郎

自由民主党
岡山市議会

大月　晴一

自由民主党
岡山市議会

松本　好厚

自由民主党
岡山市議会

松田　隆之

自由民主党
岡山市議会

二嶋　宣人

自由民主党
岡山市議会

赤木  一雄

自由民主党
岡山市議会

吉本　賢二

自由民主党
岡山市議会

藤原　哲之

自由民主党
岡山市議会

則武　宣弘

公明党
岡山市議団

長岡　将克

公明党
岡山市議団

一
般
質
問
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ネ
ッ
ト
配
信
（
ラ
イ
ブ
・
録
画
）
し
て
い
ま
す
。

※２【こどもの居場所づくりに関する指針】 ※１ 【新しくなる教育センター】
こども家庭庁が令和５年に策定した、こども・若者
の声を聴き、こども・若者の視点に立った居場所づ
くりを推進していくための政策上の根拠となるもの

教職員研修の強化を図る施設として北区富吉に建設中。
令和８年度末に供用開始予定。愛称「ハレラボ」

※３ 【ユース世代】
高校生および18歳から20代の世代

※
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一
般
質
問　

　
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

等
、
子
育
て
施
策
へ
全
力
を

注
ぎ
、
少
子
化
対
策
に
尽
力

し
て
き
た
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
第
２
子
以
降
の
保

育
料
無
償
化
を
議
論
す
る
に

あ
た
っ
て
、
財
源
を
含
め
て

何
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る

の
か
、
市
長
の
思
い
は
。

　
　
文
部
科
学
省
通
知
「
不

登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の

在
り
方
に
つ
い
て
」
に
、
学

級
担
任
の
視
点
の
み
な
ら
ず
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
等
の
見
立
て
が
有
効
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
担

任
と
子
ど
も
の
関
係
に
要
因

が
あ
る
場
合
、
早
急
な
チ
ー

ム
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

本
市
も
教
員
以
外
の
専
門
家

が
初
期
の
見
立
て
を
担
う
体

制
を
明
確
に
定
め
て
は
。

　
　
令
和
８
・
９
年
度
の
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
大

幅
な
値
上
げ
と
な
っ
た
。
県

は
保
険
料
抑
制
の
た
め
の
財

政
安
定
化
基
金
の
取
り
崩
し

を
行
わ
ず
、
ま
た
、
基
金
の

役
割
な
ど
の
基
本
認
識
を
示

し
て
い
な
い
。
今
後
、
ど
の

よ
う
な
考
え
の
も
と
進
め
て

い
く
の
か
。

　
　
ア
リ
ー
ナ
整
備
計
画
に

対
し
て
、
住
民
投
票
条
例
の

制
定
を
求
め
、
署
名
簿
が
提

出
さ
れ
た
。
こ
の
背
景
に
は

市
民
の
関
心
と
不
安
の
大
き

さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
住
民
投
票
を
求
め

る
動
き
や
署
名
簿
の
提
出
に

つ
い
て
、
市
長
は
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　
　
令
和
５
年
９
月
定
例
市

議
会
で
、
長
期
休
業
期
間
中

に
お
け
る
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
の
お
弁
当
デ
リ
バ
リ
ー

制
度
の
導
入
を
提
案
し
た
が
、

そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
調
査

や
検
討
を
行
っ
た
の
か
。
ま

た
、
今
後
の
方
針
は
。

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
重
点

的
な
投
資
を
し
て
き
て
お
り
、

そ
の
一
つ
が
子
育
て
関
係
だ
。

子
育
て
関
係
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
保
育
料
無
償
化
の
議
論

も
あ
る
。

　
一
方
、
本
市
に
お
け
る
全
体

の
事
業
の
バ
ラ
ン
ス
、
プ
ラ
イ

オ
リ
テ
ィ 

（
優
先
度
）
、
財
源

の
確
保
策
な
ど
全
体
が
見
え
て

初
め
て
予
算
化
で
き
る
。
質
問

の
趣
旨
は
頭
に
入
れ
な
が
ら
予

算
の
議
論
も
し
て
い
き
た
い
。

　

　
　
不
登
校
支
援
に
は
、
必
要

に
応
じ
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
な
ど
専
門
家
を
含
め
た
組
織

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
支
援
が
組
織
的
、
計
画

的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
体
制
の

周
知
や
充
実
に
努
め
た
い
。

　
　
知
事
は
、
自
ら
が
基
金
を

活
用
し
な
い
判
断
を
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
責
任
主
体
は
広

域
連
合
と
し
、
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
市
長
、

議
長
連
名
で
県
へ
出
し
た
意
見

書
に
対
し
「
違
和
感
が
あ
る
」

と
の
こ
と
だ
が
、
違
和
感
を
持

た
れ
て
は
困
る
。
将
来
的
に
は

上
昇
幅
を
抑
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
直
接
請
求
制
度
は
地
方
自

治
法
上
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、

そ
の
規
定
に
基
づ
い
て
署
名
簿

が
提
出
さ
れ
た
と
理
解
し
て
い

る
。
現
在
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
い
て
署
名
の
審
査
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
今
後
、
署
名
の

効
力
が
確
定
し
条
例
制
定
の
請

求
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
法
令

の
定
め
る
手
続
き
に
従
っ
て
適

切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

※
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利
用
ニ
ー
ズ
等
を
調
査
す

る
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

92
％
が
利
用
し
た
い
と
回
答
し
、

希
望
価
格
は
５
０
０
円
程
度
が

最
多
だ
っ
た
。
販
売
事
業
者
へ

の
聞
き
取
り
で
は
、
期
間
限
定

に
よ
る
採
算
性
や
配
送
ル
ー
ト

確
保
が
難
し
い
と
の
意
見
が
あ

っ
た
。
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や

事
業
者
の
意
見
を
参
考
に
条
件

設
定
を
行
い
、
８
年
夏
季
休
業

中
の
試
験
的
導
入
に
向
け
て
事

業
者
を
募
集
し
て
い
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援

専
門
家
と
チ
ー
ム
対
応
を

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
抑
制
に
向
け
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盗難被害に遭う前の「桃太郎像」

早野　賢一

公明党
岡山市議団

宿女　和子

日本共産党
岡山市議団

小林　寿雄

おかやま
　　創政会

土田　貴行

みらいえ

中島　純

おかやま未来
プロジェクト

一
般
質
問

一
般
質
問
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ネ
ッ
ト
配
信
（
ラ
イ
ブ
・
録
画
）
し
て
い
ま
す
。

※４ 【直接請求制度】
普通地方公共団体の議会の議員および長の選挙権を有する
者の一定数以上の連署（署名）を集めることで、その代表
者から条例の制定・改廃等を請求することができる制度

議会トピックス

　姉妹都市・サンノゼ市（米国）で令和７年10月に
盗難被害に遭った「桃太郎像」の再設置を目指し、
クラウドファンディングや一般寄附・街頭募金で集
まった 338万円余の寄附金が岡山市国際交流協議会
へ寄せられました。
　この取り組みは、子ども海外派遣事業で同市を訪
問した中学生らの「桃太郎像を再びサンノゼ市に届
けたい」という思いがきっかけとなったものです。
　こうした熱意を後押
しすべく、岡山市議会
議員から再設置支援金
100 万円をサンノゼ市
へ贈りました。
　1957年の姉妹都市締
結以来、長年築いてき
た友好関係をさらに深
めるとともに、一日も
早い桃太郎像の再設置
を祈念しています。

　歴史・文化をいかしたまちづくり調査特別委員会が、
本市にゆかりのある偉人の功績を再評価し、歴史文化
資源としていかす取り組みを検討するため実施した 、 
 「偉人の顕彰に関するアンケート」の結果
を公表しています。
　詳しくはＱＲコードからご覧ください。

在職議員表彰・感謝状

定例市議会で「ベジ・ファーストＯＫＡＹＡＭＡプロジェクト」をＰＲ

サンノゼ市の「桃太郎像」再設置を支援 岡山市議会が実施した
偉人の顕彰に関するアンケート結果

　岡山市役所公式ＬＩＮＥから議会開催日程やイベン
ト案内など、市議会に関する情報をお届けします。
　受信ジャンルの設定から「議会からのお知らせ」を
選択しご登録ください。

市議会情報をＬＩＮＥでお届け

友だち追加は
コチラから

　全国市議会議長会および中国市議会議長会から、
次の方々に表彰状と感謝状が贈られました。

■全国市議会議長会
　□議員在職20年以上表彰　　　　　     
　　　小　川　信　幸 氏　　　　森　田　卓　司 氏
　□議員在職15年以上表彰
　　　赤　木　一　雄 氏　　　　東　　　　　毅 氏
　　　川　本　浩一郎 氏　　　　高　橋　雄　大 氏
　　　田　中　のぞみ 氏　　　　難　波　満津留 氏
　　　二　嶋　宣　人 氏　　　　森　山　幸　治 氏
　□感謝状
　　全国市議会議長会相談役
　　全国市議会議長会理事
　　　田　口　裕　士 氏

■中国市議会議長会
　□正副議長３年以上表彰　 □議員在職20年以上表彰
　　　田　口　裕　士 氏　　　　小　川　信　幸 氏
　□議員在職８年以上表彰
　　　松　本　好　厚 氏

　健康寿命延伸や生活習慣病予防を目指し、「野
菜から食べよう 」をスローガンに官民連携で取り
組んでいる「 ベジ・ファーストＯＫＡＹＡＭＡプ
ロジェクト」。６月は食を通じた健康づくりを推
進する「食育月間」とされており、その取り組み
の一つとして、６月定例市議会の本会議初日に、
プロジェクトのロゴマークが入った野菜カラーの
パーカーを議員や市長をはじめ多くの関係者が着
用し、同プロジェクトの周知・啓発を図りました。
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